
目的：話し合うこと、決めること

災害への備え・災害発生時の対応の仕方などについて、家族が同じ理解、考えになることが大切です。

避難所を確認しておく。

違う避難所に行ってしまうと離れ離れになってしまいます！

安全なルートも確認しておきましょう。

家族で散歩してみましょう。

家族が一緒にいない場合の連絡方法、待ち合わせ場所などを決めておく。

会社に行っている時は？

学校に行っている時は？

出かけている時は？

離れて住んでいる家族は？

考えられるいろいろな場合の対応を考えておきましょう。

役割分担を決めておく。

火を消す人、ドアをあける人、非常持ち出し品を管理する人など、災害発生時の

役割分担を決めておきましょう。

高齢者や乳幼児がいる家庭では、誰が誰を助けるかも決めておきましょう。

家族が離れ離れになってしまった時のために。

○ 待ち合わせる場所を細かく決めておきましょう。

・ まずは、避難所を決める→避難所の中で、待ち合わせる場所を決める

＜例＞校門前、鉄棒の東端など

※ 避難所が大勢の人で混雑している場合は、見つけるのも一苦労です。

ご近所のことも知っておきましょう。話し合っておきましょう。

○ 自治会や町内会の災害時のルールを知っておいてください。

・ 安否確認要領は、ありますか？

・ 一時集合場所は、ありますか？

・ 要配慮者支援への取り組みなどが、行われているのか確認しておきましょう。

家族で防災会議を開きましょう
災害への備え、災害発生時の対応などについて日頃から話し合いましょう！
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安全空間づくりのポイント

家具を置かない

寝室、子ども部屋、居間など、家族が長時間過ごす部屋にはできるだけ背の高い家具を置かない

安全空間を作りましょう。

家具部屋を作る、作りつけの家具を使う、背の低い家具だけを置くなど、工夫しましょう。

まずは自宅は安全なのか確認しておきましょう。

家具の向きを考えて配置しましょう

家具が倒れたときに、寝ている人、座っている人に直撃しないように、また出入り口をふさがな

いようにするなど、家具の向きや配置を考えましょう。

家具を置く場合は、固定して転倒防止対策をしましょう

正しく家具を固定しましょう。

家具の固定は、「正しく」行わなければ意味がありません。

事前に家具を固定していながら、それが不十分であったために効果がなかったという事例もあり

ます。

食器棚の処置を考えましょう

食器棚の開き戸は、開かないように扉開放防止器具（開き扉ストッパー）などの止め金を付けた

り、ガラス部分にはガラス飛散防止フィルムを貼るなどの対応を行いましょう。

地震の激しい揺れで棚から飛び出した食器や割れたガラスは凶器になります。

災害への備えについて
自宅は安全なのでしょうか？

まず、自宅は安全なのか確認しておきましょう。

【参考】昭和５６年（１９８１年）６月１日に建築物の新耐震基準が施行され、住宅の建物の強さを決める基準は大きく変わりました。

この年以降に建てられているどうかが、自分の家の強度を知るひとつの手がかりとなります。

家の中は安全ですか？ 危険箇所は無いですか？

家具の転倒防止や備蓄品について、点検・確認、更なる強化をしましょう！

○ 家具の転倒防止はできていますか？

重いものは下に、上には軽いものを！ 高い所に落下しそうなものを置かない！

特に、寝室や子供部屋などは、安全に配慮しましょう。

○ 地震が起きたときに食器棚から食器が飛び出してきませんか？

○ テレビや家具、本棚なども固定しておきましょう！

○ 室内灯は、吊り下げ型よりも固定式（はめ込み式）に！



災害備蓄品を備えておきましょう。

○ 水道、電気、ガスなどのライフラインが停止した場合のために、自宅に水や食料、生活用品を備えておきましょう。

○ 避難をする場合に必要となる、非常持ち出し品もリュックなどに詰めて準備しておきましょう。

常に準備しておきたいもの。

○ 速やかな避難のために、必要なものは家庭に常備しておきましょう。

〇 運動靴、スリッパ、ライト、手袋、レインコート等

ライフラインがダメになっても、生活できるものも備蓄しておきましょう。

○ 飲料水、食料：最低３日分、できれば１週間程度

○ カセットコンロ・ボンベ、使い捨て食器等

○ モバイルバッテリー、乾電池、各種充電器、懐中電灯、ランタン等

○ 下水道の破損に備えて携帯トイレ（セット）を、上水道の断水

に備えて給水袋などを備えましょう。

生活用品も少し多めに置いておきましょう。

○ トイレットペーパー、ティッシュペーパー、食品用ラップ、ビニール袋等

災害備蓄品

非常持ち出し品

多めに蓄えて、使いながら備えましょう（ローリングストック）

「避難所に行けば、物がある。」は、間違いです。

「すぐに必要になるもの」、「なければ困るもの」は何ですか？

○ 常備薬や入れ歯、補聴器など、家族にとって必要なものは何かを考えて用意しましょう。

ベビー用品、ペット用品等、必要なものは、準備しておき持って行きましょう。

暑さ対策、寒さ対策も必要です。

避難時にすぐに持ち出すべき必要最
小限の備えで、被災時・非常時の最
初の１日をしのぐために必要なもの
を入れておきましょう。

（例）
・マイナンバーカード、運転免許証、
緊急連絡先等のコピー
・現金、印鑑、鍵
・非常食、飲料水、簡易食器
・手袋、毛布、携帯トイレ、ライ
ター、ウエットティッシュ、使い捨
てカイロ
・ヘッドライト、薬 他

非常持出袋

指定避難所への持ち出しや自宅で避
難生活を送ることを想定し、１週間
分以上の食料や生活用品等の備蓄に
努めましょう。

（例）
・レトルト食品、缶詰、カップ麺、
飲料水
・給水用ポリタンク、ラップ類
・カセットコンロ、使い捨て食器
・簡易トイレ、女性用品、トイレッ
トペーパー
・ロープ、工具セット
・ビニール袋 他

日常備蓄



奈良市防災情報メールに登録しましょう

災害時の安否確認方法
災害用伝言ダイヤル

○ 伝言録音

１７１→１→電話番号→伝言録音（３０秒）

○ 伝言再生

１７１→２→電話番号→伝言再生

災害用伝言版（Web171）

（1）ブラウザで災害用伝言板（web171）https://www.web171.jp/にアクセスします。

（2）電話番号を入力します。

（3）「登録」を押します。

（4）「お名前」「安否」「伝言」をそれぞれ入力し、「登録」を押します。

（5）一覧に反映されます。

※ 各携帯電話通信事業者（キャリア）からも提供されています。

三角連絡法

○ 離れた場所に住む家族や親戚、知人の家を連絡先に決め、そこを中継点にして家族の安否確認や連絡をとる方法です。

これは、携帯電話やメールを使わない方にも活用いただける方法です。

地震、風水害などの気象情報や避難情報等を、メールによって市民の皆様にお届けしています。

スマートフォン（スマホ）・タブレットをご利用の方

次のメールアドレスか、二次元コードに空メールを送信し、返信されたメールの指示に従って

登録してください。

bousai.nara-city@raiden.ktaiwork.jp ※パケット通信料は利用者負担となります

※メール受信制限されている方は、「nara-city@raiden.ktaiwork.jp」を解除してください。

解除方法は、各携帯電話会社、又はショップ等にてご確認ください。

※メールアドレスを変更された際は再度、登録をお願いいたします。

フィーチャーフォン（ガラケー）をご利用の方

二次元コード（QRコード）を読み取り、件名に「メール希望」と入力してメール送信してください。

読み取れない場合は、メール送信先に以下のアドレスを入力して、空メールを送信してください。

bousai-narashi@city.nara.lg.jp

※パケット通信料は利用者負担となります

※ガラケーの登録は手動で行うため、「登録完了メール」が届くまでに数時間から数日かかる場合があります。

※メール受信制限されている方は、「bousai-narashi@city.nara.lg.jp」と「nara-city@raiden.ktaiwork.jp」を解除してください。

解除方法は、各携帯電話会社、又はショップ等にてご確認ください。

※メールアドレスを変更された際は再度、登録をお願いいたします。その際、メール本文に変更前の旧メールアドレスを併せて入力して送

信してください。

登録後にメールが届かない場合

登録時に「登録完了メール」をお送りします。また、毎月第1月曜日（祝日の場合、翌週の月曜日）の防災スピーカーの定期試験放送の際

にメールを送信します。メール受信制限の設定を解除しても、メールを受信しない場合は、危機管理課までお問合せください。
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